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　いにしえの映画つれづれ 21　　
映画パンフレット漂流記（2） 

　　　　　　　　　 千 葉 豹一郎　

　現在は旧作のパンフレット（以下  パン

フ）を専門に扱う古書店などもあり、ネット

でも割と簡単に入手できる。 一定の市場も

形成され相場のようなものもあるようだが、

そのルーツは1970 年代初頭の映画の聖

地、日比谷のど真ん中にあった。 「日比谷映

画」裏手の東宝ファンタジー・コーナーで、

ここから派生していったのではないかと思

う。 勃興期だけにさまざまな出来事、紆余曲

折があり、風変わりというか得体の知れない

面々も出入りして、まるで映画の世界のよう

だった。 割と短い間に目当ての貴重な中古

パンフをまあ常識的な価格で入手できたの

は、ここがあったお陰といえた。  中古パンフ

は処分されたりして年々減り、半世紀を経た

昨今では絶対数はかなり少なくなっている。 

時折、ついでの折に中古パンフを扱っている

古書店に寄ると実感する。 驚くのはその値

段だ。 数千円は当たり前で、万単位、中には

十万単位のものも珍しくない。 これでは、と

ても手が出せない。 インフレを勘案しても

高過ぎる！後述する一時期のブームが価格

を押し上げて、悪しき相場が形成されたのが

尾を引いているのだろう。 たまたまその渦

中にいて、現在に至る変遷もある程度見てき

たので、そのリアルな様子述べてみたい。 

　東宝ファンタジー・コーナーで扱うよう

になった中古パンフは、最低でも２００円

から３００円になり、新古品の100 円から

150 円よりかなり高い。 もともと値段が

あってないようなものだから、需要と供給、

それと売り手のさじ加減で決まってくる。 

中古パンフは価格表示もなく、番頭格のО

が積んであるパンフを見せながらその場で

値を付けて、レシートも出さなかった。 少し

でも高く売りたかったのだろうが、頻繁に

出入りしていた20 歳前後のコレクター連

中が相手では手持ちの金はたかが知れてい

る。 あまり吹っかけてそっぽを向かれては

元も子もない。 そのあたりをうまく見極め

て、500 円位を上限にしていた。 事前の注

文は受け付けず、近々入るかもしれないな

 「日比谷映画」で公開されたクララ・シューマンの伝記「愛の調べ」。
このレイアウトがしばらく続いた。

正月映画として東劇で公開された西部劇の「ダラス」。主演のゲー
リー・クーパーだけで題名もない。こちらのレイアウトも定番だった。
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どともったいをつけてあおっていた。 いき

おい各々がちょくちょく顔を出すようにな

り、コレクター連中ともよくかち合った。 来

れば何か買っていくから、なかなか賢いやり

方だ。 口コミで広まって知ったのか、次第に

売りに来る人も現れるようになった。 土、日

などにコレクター連中が居合わせると大変

だった。 О は少し離れた場所で売り手と価

格交渉するのが常で、みんな固唾をのんで様

子を見守った。 だんだん口数も少なくなっ

て、獲物を狙う獣のような目つきになってく

る。 О が戻ってくると、それこそ取り合い

だった。 2、3 人が同時に1 冊のパンフを掴

んでくちゃくちゃになることもあった。 そ

れでケンカに発展するようなことはなかっ

たが、情報交換などをしながらも、互いに腹

の探り合いをしているような何ともいえな

い独特の雰囲気が漂っていた。 特にK とい

う男は感じも良く物腰も丁寧だった反面、異

常なほどしつこかった。 根負けして連絡先

を交換したのが失敗で、最寄り駅まで押しか

けてきたことが何度かあった。 留守にして

いると30 分おき位に電話をしてきて、自分

の交際についてはあまり立ち入らなかった

母親までもが「どんな人なの？」と心配する

ほどだった。 

自分は土、日に行くことがほとんどだった

が、ついでがあって学校帰りに寄った際、制

服を見てО が「○○高校だったの？何年？」

と聞いてきた。 何でも、М という同じ高校

の1 年上の上級生が、時々手伝いに来るとい

う。 ようやく会えたМ は小柄でメガネをか

け、初対面のときは不愛想だったが親切ない

い人だった。 同窓ということもあり, いろい

ろなことを教えてくれ何かとお世話になっ

た。 パンフについてのもろもろは、経験やコ

レクター連中とのやり取りなどから次第に

身につけていったが、一番多くのことを学ん

だのはМ からだった。 コーナーで知り合っ

た後述するI と自宅にも招かれたこともあ

り、膨大なコレクションと豊富な知識に感嘆

した。 これから旧作のパンフを集めようと

いう方の参考のために、以下に概略を記す。 

　まず、最も価値のあるのは、ロードショー

時の館名入りのもの。 終戦直後の昭和20

年代は唯一縦長の旧「スバル座」、「日比谷

映画」旧「東劇」など館毎にレイアウトが決

まっていて下部に大きく館名が入り、同じレ

イアウトで館名のないものは少なくとも見

たことがなかった（売れ残って館名を消し

てあるものはたまにあった）。 これらの中に

は、ゲーリー・クーパー、ビング・クロスビー

ら当時のトップスターの顔がデカデカ出て

いるだけで、題名さえないものもあって時代

を感じさせる。 ただ、次回の予告などの他、

館内の案内や座席表、万一の際の避難経路

に気分の悪くなった場合は医薬品の用意が

映画パンフレット漂流記（2）　 

「刑事マディガン」（68）のロードショー時のパンフ。主役のリチャード・
ウィドマークの右手の拳銃も、他の場面のものを切り貼りしている。

「松竹セントラル」でリバイバルされた「赤い河」（47）。穴あけは絶対やっては
ならない保管方法の典型で百害あって一利なし！お陰で安価で買えたが・・・。
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あるなど、至れり尽くせりの内容には感心す

る。 この時代のロードショー館のパンフは紙

質こそ悪いが、一様に名作や有名作揃いで価

値が高く、年月が経って出回ることも少なく

なっているため一級の貴重品といえるだろ

う。 当時は2 番館以下ではさまざまなバー

ジョンのものがあり、B 級映画でも数種類あ

ることも珍しくなかった。 こちらも表紙がス

ターの顔だけのものがあり、本編にはまった

く出ていなかったりして、かなりいい加減で

玉石混交の状態だった。 中身の方も少しずつ

違い、本編とは無関係のコラムやスターの消

息なども載っていて、観客に少しでも多くの

情報を伝えようとする熱意が感じられた。 他

では聞いたことのない話もかなりあって、今

となっては貴重な資料といえよう。 2 本立て

用で2 作分を１冊の収めているものは、あま

り価値がないと敬遠されていた。 

　昭和30 年代に入るとかなり様相が変わっ

てくる。  旧「スバル座」は昭和28 年に漏電

で出火し閉館に追い込まれた。 「宇宙戦争」

（53）の上映中の出来事で、悪い冗談みたい

な話だ。 「松竹セントラル」「テアトル東京」

「新宿ミラノ座」「渋谷パンテオン」などの劇

場が次々開館し、大判のパンフが次第に主流

となっていった。 「東劇」のパンフも大判に

なってデザインも大幅に変わった。 「テアト

ル東京」にかかった「アラビアのロレンス」

（62）のパンフは初の150 円で、それなりの

価値があるとされた。 一方、同じ「テアトル

東京」の「ベン・ハー」（59）や「ウエスト・

サイド物語」（61）などのように、まだやっ

ているの？というくらいの長期ロングラン

だった大ヒット作は部数も多いためさほど

でもない。 かといって、観客の不入りなどで

早々に打ち切られ部数の少ないものが価値

があるかといえば、そうでもない。 興行的に

は失敗でも作品の評価が高いとか、コアな

ファンがいるとかではないと、やはり珍重は

されない。 ただ、♬いちご白書をもう一度♬

のヒットでにわかに

脚光を浴びた不入

りで早々打ち切ら

れた「いちご白書」

（70）や、最近の政治

情勢と酷似する68

年の民主党大会など

が扱われている「ア

メリカを斬る」（70）

のような例もあり、

運次第というとこ

ろもある。 「嵐が丘」

（39）「 ロ ー マ の 休

日」（53）「シェーン」

（53）のような名作

のリバイバル時のパ

ンフも、旧版と比べ

るとデザインもモダ

ンになってそこそこ

人気があった。 反対

に3 流品扱いされて

いたのが、いわゆる

海賊版だった。 版権

をきちんと取ってい

たのかも疑わしく、著作権という概念自体が

乏しかった時代ならではの産物だ。 当時の

ロードショー時のパンフは大体100 円だっ

たが、海賊版は半額の50 円で2、3 番館の名

画座などで売っていた。 当時の名画座の入場

料は2 本立ての「新宿西口パレス」や「新宿

ローヤル」などが100 円、3 本立ての「東急

名画座」や東劇の5 階にあった「傑作座」が

150 円と、1 本50 円見当だった。 100 円

の「西口パレス」などは安いだけにいつも大

混雑していた。 こうした劇場で入場料と同じ

値段のパンフは、心理的にもちょっと抵抗が

ある。 海賊版で有名だったのは関東地方で

は「日本映画出版」という会社のもので、白

い裏面に青い縦帯のあるデザインだったの

で一目で区別がついた。 表紙のデザインも少

し違ったりしていて、中身はさして変わらな

かったがロードショー時のパンフにはない

写真もあった。 ただ、安い分だけやや薄く、心

なしか全体にうらぶれた感じが漂っていた。 

例のコレクター連中は一様に小ばかにして

いたが、資料性の点では劣るわけではなく、

それほど捨てたものではなかった。 ファンタ

ジー・コーナーに出入りする前、名画座で海

賊版パンフの仕入先である「日本映画出版」

の連絡先を教えてもらい、買い損ねたものが

あるとよく送ってもらった。 電話をするとい

つも年配のおじさんが出てきて、多分自宅を

会社にして一人で切り盛りしていたのだろ

う。 料金は到着してから切手でいい、と親切

だった。 「ある戦慄」（67）は表紙が傷んでい

るからと、無料でくれたこともあった。 しか

し、前の大阪万博のあった1970 年を過ぎた

頃から同社のパンフを見かけなくなった。 著

作権なども少しずつうるさくなってきたこ

とも大きかったのだろう。 日本の配給業者で

も勝手に切り貼りしたものを表紙に使って

いたり、ポスターにモデルガンを持った手を

挿入していたりして、頼めばスチール写真も

売ってくれた。 「刑事マディガン」（68）のス

チール写真がどうしても欲しくて「ユニバー

サル映画」に問い合わせたら、中古でよけれ

ば、と芝浦にあった倉庫へ行くよう指示され

た。 スチール写真は本編がカラーでもほとん

映画パンフレット漂流記（2） 

モデルガンを挿入した「夜の大捜査線」（67）のパンフ。ポスターも同様
だった。モデルガンを持つ手は某映画評論家のもので、自慢もしていた。
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どがモノクロで、映画館の入り口やロビーな

どによく飾られていた。 中古だけに使い回さ

れて四隅は画鋲の跡だらけだったが大満足

だった。 25 枚組1500 円でユニバーサル映

画のロゴの入った厚手の立派な封筒に入れ

てくれ、今も大事に持っている。 パラマウン

トの「大平原」（39）のフィルム缶があった

ので、ついでに上映期間などについて聞いて

みると、5 年を過ぎたものは一切上映できな

いという。 本国からそれをどうやって確認す

るのかとの質問には、フィルムを返すかジャ

ンクするとういう。 ジャンクの方法は薬品に

漬けるそうで、思わずもったいないですねと

いったら、苦笑いしていた。 パ社の「大平原」

があったのは、この少し後にユニバーサルと

パラマウントが日本も含めた本国以外での

配給を1 本化するためCIC となったことと

関係があったのかもしれなかった。 　

1970 年はひとつの切れ目で、さまざまな面

で60 年代との変化を感じた。 自分も71 年

に高校生となり、生活環境や行動地域が大き

く変わった。 「西口パレス」など100 円の名

画座は消えていったが、「新宿ローヤル」、渋

谷の「全線座」、高田馬場の「パール座」など

が通学路にあったので

学校帰りによく立ち寄

り、「大塚名画座」、池袋

の「文芸座」、三原橋の

「地球座」などにも時折

足を伸ばした。 ファン

タジー・コーナーでの

中古パンフあさりはこ

の頃からで、だんだん過

熱してトラブルも散見

された。 くだんの得体

の知れない面々の中の

I は高校のクラスメイト

の小学校時代の同級生

だったことも判明しす

ぐに親しくなった。 言

葉遣いも正しくやはり

周囲の連中とは距離を

置いていたが、そのI か

らとんでもない話を聞

いた。 ここで知り合った者同士の間で盗難が

発生したというのだ。 かなりのコレクター

A の自宅へE を招いた後に、コレクションの

一部が紛失したのだそうだ。 値打ち物も含ま

れ、数もけっして少なくはなかったようだ。 

そんな状況から訪問時に持ち出したのでは

なく、外部から侵入し易い間取りだったので

後日に盗られたらしいという。 いやはや。 ど

の分野でもコレクターとは恐ろしいものだ

と痛感した。 盗難事件の話しはまたたく間

に広がり、確証があるわけではなかったがE

が犯人と目され、みながE を敬遠するように

なった。 A とE が出くわすと険悪な空気が流

れ、互いにけっして口をきかなくなった。 そ

んなことがしばらく続いたある日曜の夕方、

いつものメンバーの5，6 人がほとんど揃っ

たところで、О がお茶でも飲みに行こうと

言った。 事件のことを知ってか知らずか、最

近の雰囲気の変化に気づき打開したかった

のかもしれない。 客と店の関係とはいえ、そ

れなりの時間を共有していると親近感も沸

き、ちょっと兄貴風も吹かしたかったよう

だ。 近くの帝国ホテルと聞いてビビったの

か、G パンだからと帰ろうとした例のしつこ

いK も、О が「今は大丈夫だよ。 おごるから」

というと急に笑顔になって付いてきた。 　　

　О が言う通りホテルのドレスコードはか

なり廃れていたが、それでも一流ホテルの喫

茶室に場違いな一団はやはりかなり浮いて

いた。 席に案内されるとО を中心に自然と

周りを囲むように着席し、A とE は一番離れ

て座った。 周囲の視線を意識しながらも、映

画やパンフの話などに夢中になるうちに、い

つものペースになってきた。 プライベート

な話も出て大方が大学生らしいことが判明

したが、K だけは巧みに話をそらしてついに

“正体”を明かさなかった。 年齢が20 歳前後

と思われる以外は、見当もつかなかった。 出

くわす時間帯からして、社会人ではなさそう

だ。 かといって学生という感じもまったく

しなかった。 連絡先を交換した際も、電話を

もらうなら夜の7 時から8 時の間だけでそ

れ以外は絶対避けてくれと言った。 一度だ

け頼まれた件があって電話をすると、母親く

らいと思しき女性が取り次いでくれたが、当

たりも良く不都合な様子は感じられなかっ

た。 新宿の方に住んでいるらしいというこ

と以外は、詳しい住所や職業などの一切が不

明なままだった。 ここまで自分のことを秘

密裡にする人間も珍しいが、ヤバい匂いはし

なかったのでそのままにしておいた。 

　そんな K も E には批判的で、警戒してい

る様子がありありだった。 その後もファン

タジー・コーナーには、いろいろな人間が現

れることになる。 （次号に続く）

映画パンフレット漂流記（2） 

著者紹介
千葉豹一郎
作家・評論家。著書に「法律社会の歩

き方」（丸善）「スクリーンを横切った猫た
ち」（ワイズ出版）（電子版はアドレナライ
ズ）「昭和30 年代の備忘録（電子版）」（ユ
ニワールド）「猫と映画人（電子版）」（ア
ドレナライズ）等の他、「東京新聞」「ミス
テリマガジン」（早川書房）「猫生活」（緑書
房）等をはじめ連載も多数。独特の切り口
で草創期からの外画ドラマの研究や紹介
にも力を入れている。

＊当書 DVD 版は、月刊 FDI 編集部にて＊
本文：108 ページ / 映像：2 分 23 秒 2012 年 9 月 ミリアムワード㈱ 発行
価格：1,980 円 ( 税込 )
株式会社ユニワールド 東京都世田谷区上北沢3-17-5 杉本ビル1F
TEL.03-6379-7640 FAX.03-6379-6190 inf @uni-w.c


